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お知らせ
　平成 25 年度 当初予算の概要
シ
リ
ー
ズ 市民 千葉県障害者スポーツ・レクリエーション協会

「優秀スポーツ選手表彰」を受賞した吉良暁生さん

●４月 1日の人口／総人口 49,481（-205）

　男 23,722（-146）女 25,759（-59）

　世帯数 22,581（-34）　　（　）内は前月比



2平成 25年 5月1日

お 知 ら せ

　本年度の一般会計と特別会計の予算が、2 月市議会定例会で決まりました。予算の概要をお知らせします。
　なお、本年度の当初予算は、「健康で安心して暮らすことのできるまちづくり」「経済活性化によるまちづくり」

「財政の安定と健全化」の 3 つの柱を基本に、各種自然災害に対応するための減災・防災対策や市内雇用環境の
悪化などに即応するための施策に重点を置いています。
　問合せ／行革財政課（☎ 22 － 3291）

当初予算の概要

使用料・
手数料
4 億 6,470 万円
（2.8％）

■一般会計の歳入・歳出内訳 

▼一般会計・特別会計　当初予算額 ※千円単位四捨五入により、小計が一部不一致となります。

10 億 1,696 万円
（6.2％）

8億 5,922 万円
（5.2％）

地方交付税
35 億 5,000 万円
　　（21.4％）

その他の依存財源

12 億 820 万円
（7.3％）

その他の
自主財源

国庫
支出金

19 億 5,146 万円
（11.8％）

市税

57 億 1,127 万円
（34.4％）

　県
支出金

10 億 4,748 万円
（6.3％）

市債

基金繰入金
7 億 7,071 万円
（4.6％）

その他
観光・商工・議会・
災害関係などに

7億 7,176 万円
（4.6％）

農林水産業費
農林水産業の振興に

3億 734 万円
（1.9％）

19 億 7,248 万円
（11.9％）

借入金の返済に

11 億 7,216 万円
（7.1％）

教育の充実・文化や
スポーツの振興に

公債費

土木費

15 億 2,423 万円
（9.2％）

道路・橋梁など
生活基盤の整備に

民生費
福祉の推進に

61 億 4,457 万円
　（37.1％）

総務費

衛生費

教育費
歳 出

消防費
救急救命や消防活動に

9億 5,002 万円
（5.7％）

19 億 9,546 万円
（12.0％）

防災・コミュニティ・
その他一般的な事務に

清掃・保健衛生・
上水道整備などに

17 億 4,198 万円
（10.5％）

165 億 8,000 万円

平成25年度 

自主

  財源
   48.0％

依存

 財源
      52.0％

165 億 8,000 万円

歳 入

会計名 平成25年度 平成24年度 比　較 会計説明

 一　般　会　計 165億8,000万円 163億2,800万円 2億5,200万円
市民生活に関係が深い、道路の補修や学校整備、

福祉などの事業を行う会計です。

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康 保 険 70億3,215万円 64億8,873万円 5億4,342万円

国民健康保険加入者の疾病、負傷、出産などに際し、

必要な保険給付を行います。加入者の皆さんの納め

た国民健康保険税などを財源としています。

後期高齢者医療 5億9,924万円 6億1,977万円 △2,053万円

後期高齢者医療制度に基づき、保険料の徴収、

届出の受付などの事務を行います。保険料の賦課、

保険給付の決定などは千葉県後期高齢者医療広

域連合が行います。

介 護 保 険 49億5,816万円 44億5,371万円 5億　445万円

介護を必要とする人を社会全体で支援する仕組み

として、各種介護サービス給付事業を行います。介

護保険料と国・県・市の負担金で運営されています。

下 水 道 事 業 7億8,412万円 8億　264万円 △1,852万円

鏡ケ浦クリーンセンターの維持管理、汚水管渠の

整備を行います。下水道使用料、受益者負担金及

び一般会計からの繰入金などで運営されています。

小計（特別会計） 133億7,367万円 123億6,484万円 10億　883万円

合　　計 299億5,367万円 286億9,284万円 12億6,083万円
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■一般会計における歳入・歳出当初予算の推移（過去 5年間）

〔 歳入予算の特徴と傾向 〕

市税 ･･･ 長引く景気低迷や市内大手企業の清算・
撤退などにより、前年比 5,660 万円、1.0％の減
となっています。

国・県支出金 ･･･ 福祉関連経費（生活保護費や障
害・介護費用など）の国・県負担金の増加により、
前年比 5,656 万円、1.9％の増となっています。

使用料・手数料 ･･･ 行財政改革による各公共施設
使用料や、し尿処理手数料の見直しなどにより、
近年増加傾向です。

〔 歳出予算の特徴と傾向 〕

扶助費 ･･･ 福祉関連経費（生活保護費や障害・介
護費用など）の増により、右肩上がりで増加し
ています。

人件費 ･･･ 職員数削減や職員給与等の減額などに
より毎年減少してきましたが、平成 25 年度は、
3 年間行った一般職員の給与などの減額の終了に
より、1 億 1,559 万円、3.7％の増加となります。

物件費 ･･･ 市の事業を民間委託へ移行したことや
雇用対策事業の実施などにより、近年増加して
います。

繰出金 ･･･ 国民健康保険や介護保険の給付費の増
により、扶助費と同様に右肩上がりで増加して
います。

投資的経費 ･･･ 前年比 3 億 483 万円、28.1％の
大幅減となっていますが、国の経済対策に伴う、
前年度補正予算による前倒しの予算計上分（11
億 7,479 万円）を含めた 15 カ月予算とした場
合は、19 億 5,290 万円となります。

（注１） 各性質の説明

 人 件 費   －  職員給与や議員報酬など

 扶 助 費   －  生活保護費や児童手当、医療費助成や福

　　　　　　 祉関係経費など

 公 債 費   －  借入金（市債）の返済費用

 物 件 費   －  非常勤職員賃金や施設の維持管理費、消

　　　　　　 耗品などの購入費用

 補 助 費   －  各種団体への補助金や一部事務組合への

　　　　　　 負担金など

 繰 出 金   －  特別会計（国保・介護など）の運営を補

　　　　　　 うため、 一般会計から支出する経費

投資的経費－  公共施設や道路整備など、将来も資産と

　　　　　　 なって残るものに対する費用
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平成25年度 主な事業と予算額
※〔　〕内は、事業費の財源内訳です。

健康で安心して暮らすことのできるまちづくり

防災行政無線整備事業　　2,631万円【 防災 】　
〔 市債 1,830 万　一般財源 801 万 〕
市民への防災情報伝達体制強化のため、デジタル
防災行政無線設備の新設（３基）や老朽化した防
災行政無線の改修（２基）を行います。

自主防災促進事業　　　　　504 万円【 防災 】
〔県補助 7 万　その他 36 万　一般財源 461万〕
自主防災組織が実施する、防
災機材の購入や非常食の備蓄
などに助成し、自主防災組織
の充実を図ります。

消防団施設・機材整備事業
　　　　　　　　　　　　4,158 万円【 消防 】

〔 国・県補助1,182 万 市債 2,220 万 一般財源 756 万 〕
老朽化した消防団車両の更新（１台）や消防団詰
所の改築（１箇所）、消防団無線機の整備を行い、
消防力の充実に努めます。

交通安全施設整備事業　　  960 万円【 交通 】　
〔 一般財源 960 万 〕
市道での交通危険箇所におけ
る道路反射鏡や照明設備など
を整備し、交通事故防止を図り
ます。

住宅用太陽光発電システム設置費補助金　　　
　　　　　　　　　　　　　410 万円【 環境 】

〔 県補助 210 万　一般財源 200 万 〕
地球温暖化対策を促進するため、太陽光発電システ
ムを設置する個人に対し補助金を交付します。

予防接種事業　　　　1億 1,987 万円【 健康 】
〔 その他 30 万　一般財源 1億 1,957 万 〕

経済活性化によるまちづくり

地産地消推進事業　　　 511 万円【 農業 】　
〔 県補助 511 万 〕
農水産品の供給者・販売推進
店・消費者の三者間のネット
ワークを充実強化し、更なる
地産地消の推進を図ります。

有害鳥獣対策事業　　　 2,226 万円【 農業 】
〔 県補助 1,866 万　一般財源 360 万 〕
鳥獣による農作物の被害を抑えるため、鳥獣の捕
獲事業及び防護柵の設置についての支援や集落単
位での効果的な対策を行います。

乳幼児・学童・高齢者の疾病予防のため、各種
予防接種を実施します。

子ども医療費給付金　  8,906 万円【 子育て 】
〔 県補助 4,453 万　一般財源 4,453 万 〕
子どもの保険診療に係る負担額（小学校３年生
までの通院・入院分：中学校３年生までの入院
分のみ）へ助成を行います。

救急医療体制推進事業　 9,419 万円【 医療 】
〔 一般財源 9,419 万 〕
救急医療体制の確保・充実
を図るため、安房郡市広域
市町村圏事務組合が実施
する夜間救急医療などの経
費負担や安房地域医療セン
ターの救急医療の運営費に補助を行います。

小・中学校耐震診断・改修事業
　　　　　　　　　　　4,297 万円【 教育 】

〔 市債 1,640 万　一般財源 2,657 万 〕
児童生徒の安全対策のため、学校の耐震診断や
耐震改修（設計委託）を行います。
※耐震診断（館山・神戸・九重小、第三中学校）
※耐震改修（館山・豊房小）

いじめ対策事業　　　　　353 万円【 教育 】
〔 一般財源 353 万 〕
いじめに関する相談に対応するアドバイザーの配
置や児童生徒を対象とした心理テストを実施し、
いじめ被害の早期発見や問題点の解決を図りま
す。
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観光振興事業　　　　　　2,250 万円【 観光 】
〔その他（観光振興基金）1,100 万　一般財源 1,150 万〕
観光客誘致のための宣伝
と受入体制の強化、着地
型旅行などの推進を図るた
め、民間団体等が行う観
光振興に資する事業を支
援します。

中小企業融資事業　　　　7,015 万円【 商工 】
〔 その他 5,700 万　一般財源 1,315 万 〕
館山市中小企業融資等の借入れを行った市内中小
企業者に対し、保証料・利子の一部を補給します。

起業支援補助金　　　　　 850 万円【 商工 】
〔 一般財源 850 万 〕
市内で起業する者や新規分野において事業開始を
行う法人に対し、事業を起こすために必要な経費の
一部に補助を行います。

雇用対策事業　　　  1億 2,505 万円【 雇用 】
〔 県補助1 億 2,504 万　その他 1 万 〕

道路舗装補修事業　 1億 9,550 万円【 土木 】
〔 国補助1 億 560 万 市債 8,640 万 一般財源 350 万 〕
市道の路面劣化が著し
い区間の舗装補修工事
の実施やトンネル点検
調査などを行います。

保険給付費　※国民健康保険特別会計
　　　　　　　　　　 　 6,010 万円【 医療 】

〔 国補助 789 万　その他 3,139 万　一般財源 2,082 万 〕
医療給付（医療機関へ支払う費用）見込額の見直
しを行い、給付費不足に対応するため予算を増額
します。

保険給付費　※介護保険特別会計
　　　　　　　　 　１億 3,000 万円【 介護 】

〔 国補助 2,490 万　その他 1億 510 万 〕
介護給付（介護サービス事業所へ支払う費用）見
込額の見直しを行い、給付費不足に対応するため
予算を増額します。

小学校耐震改修事業
　　　　　　　　  9 億 7,505 万円【 教育 】

〔 国補助 3 億 2,391 万　市債 6 億 5,480 万
　　　　　　　　　　　　一般財源△ 366 万 〕
児童生徒の安全対策の
ため、学校の耐震補強
や大規模改修工事を行
います。
※北条小学校（中央
棟・低学年棟）
※館山小学校（北棟）
※西岬小学校（西棟）
※館野小学校（幼稚園
含む）

理科教育設備整備事業　　 794 万円【 教育 】
〔 国補助 397 万　一般財源 397 万 〕
小中学校で使用する、
理科教育に必要な備品
を購入します。

離職を余儀なくされた方に対して、次の雇用まで
の短期の雇用・就業機会の創出を図ります。
※ 雇用予定人数　４０名

緊急雇用促進助成金　　  1,000 万円【 雇用 】
〔 県補助 550 万　一般財源 450 万 〕
自らの意思によらずに
離職した人を６カ月以
上常用雇用した中小企
業者に助成を行い、雇
用促進を図ります。

住宅リフォーム補助事業  2,000 万円【 建築 】
〔 国補助1,000 万　一般財源 1,000 万 〕
市民の住環境の充実、耐震化の推進及び経済活
性化対策として、リフォーム補助事業を行います。

平成24年度 1～3月補正予算の概要
　平成 24 年度 1 月～ 3 月補正予算では、国の経済対策に伴う補助を受け実施する事業など予算規模の大

きな事業が多くありますので、主な事業をお知らせします。なお、事業は平成 25 年度中に実施すること

となります。
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〔 市債残高の特徴と傾向 〕

市債には、財源確保の目的と、
将来にわたって利用される公共
施設（道路・下水道・教育施設
など）の整備費用について、世
代間の負担を調整する役割があ
ります。

市の借入残高（普通会計債）は、
平成 15 年度末の約 200 億円を
ピークに年々減少傾向でしたが、
東日本大震災後に創設された財
政負担の少ない市債の有効活用

（学校耐震改修事業等）により、
平成 24 年度末見込額が増加して
います。

〔 基金残高の特徴と傾向 〕

市には、特定の目的のために
積み立てを行う基金があります。
基金の中でも、表中の財政調整
基金は、急激な税収の落ち込み
や災害などの不測の事態に備え
るためのもので、財源に余裕が
あるときに積み立てておくもの
です。

財政調整基金残高は、平成 19
年度決算において、128 万円ま
で落ち込みましたが、行財政改
革による職員人件費の減額や地
方交付税の増収などにより積み
立てを行い、平成 24 年度末見
込では 14.4 億円まで回復しまし
た。

なお、平成 25 年度予算におい
て不足する財源補てんのため 7.4
億円を取り崩す予定です。

（注２） 類似団体とは ？

国の統計区分で、市町村を人口規模や産業構造により細分化し

て分類したもの。県内で館山市と同じ分類となるのは、勝浦市・

鴨川市・富津市・南房総市など７団体です。

■市債残高（市の借金）と基金残高（市の貯金）の推移

200

150

100

50

0
Ｈ 19
決算

Ｈ 20
決算

Ｈ 21
決算

Ｈ 22
決算

Ｈ 23
決算

Ｈ 24
見込

56.2 56.0 56.3 55.8 55.4

（単位：億円）▼市債残高（借金）の推移

55.1

Ｈ 25
見込

176.3
171.2

166.7 166.1 162.9

173.8

▲
▲

▲

▲

144.2
141.6

149.4

157.9

Ｈ 19
決算

Ｈ 20
決算

Ｈ 21
決算

Ｈ 22
決算

Ｈ 23
決算

Ｈ 24
見込

40

30

20

10

0

27.7
28.7

24.8

28.0

33.8

▼基金残高（貯金）の推移

（27.7）
（27.4）

（23.5）

（23.8）

（23.6）

（0.0） （1.3） （1.3） （4.2）

（10.2）

（単位：億円）

Ｈ 25
見込

38.1

▲

▲

▲

▲

11.6

14.2

20.2

9.0

その他基金

財政調整基金

県内類似団体平均値（財政調整基金）※注 2▲

普通会計債

下水道会計債

県内類似団体平均値（普通会計債）※注 2▲

※市民 1 人当たり残高（平成 23 年度決算普通会計債）
・館　山　市　 ･･･32.6 万円
・類似団体平均 ･･･40.3 万円

▲

158.7

54.3

169.2

※市民 1 人当たり残高（平成 23 年度決算財政調整基金）
・館　山　市　 ･･･　2.1 万円
・類似団体平均 ･･･　6.1 万円 紙面の都合により、予算の詳細につい

て掲載できません。市ホームページに、
予算関係の資料（予算書や予算説明資
料、予算を家計に例えて解説している

「館山市の家計簿」）を掲載しています
ので、ご覧ください。

30.5

（23.5）
▲

23.6

（14.4）

（7.0）

（23.7）
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～平成24年度予算の執行状況～
財政事情の公表

市 税

地方交付税

市 債

国庫支出金

県 支 出 金

繰 越 金

そ の 他

予算現額　191億	 6,728 万円
収入済額　164億  7,598万円
収  入  率　86.0％

予算現額　191億	 6,728 万円
支出済額　157億  5,324万円
執  行  率　82.2％

歳 入

57億6,787万円

57億4,736万円（ 99.6％）

使 用 料
手 数 料

地 方 消 費
税 交 付 金

　　　 60億8,687万円

　　　 31億   245万円

　　　 20億   181万円

　　　 19億7,623万円

　　　 19億2,752万円

　　　15億3,671万円

　　　 9億2,545万円

　　　 4億3,958万円

　　　 11億7,066万円

56億8,685万円（93.4％）

15億5,617万円（50.2％）

19億2,672万円（96.2％）

16億9,564万円（85.8％）

14億7,191万円（76.4％）

11億4,311万円（74.4％）

8億5,952万円（92.9％）

3億5,676万円（81.2％）

10億5,656万円（90.3％）

民 生 費

教 育 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

消 防 費

そ の 他

農 林 水
産 業 費

予算現額

収入済額（収入率）

支出済額（執行率）

市民 1人当たりの市税負担額は？

　3 月末現在における市税の納付額（収入済額）は、
57 億 4,736 万円で、これを３月末現在の人口（4 万
9,481 人）で割ると、皆さんから納めていただいた市
税の１人当たりの額は、約 11 万 6 千円となります。

　市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているのかを、年 2 回、お知らせし
ています。今回は、平成 25 年 3 月末までの平成 24 年度予算の執行状況について公表します。
　なお、平成 25 年 5 月末日までは未収金・未払金を整理する期間となりますので、今回公表する額は決
算額とは異なります。
　問合せ／行革財政課（☎ 22 － 3291）

一般会計の執行状況

歳 出

36億7,130万円

27億5,910万円

26億4,206万円

11億7,618万円

10億2,605万円

  5億1,200万円

  4億6,389万円

11億4,883万円

38億1,406万円（103.9％）

13億   680万円（ 47.4％）

19億1,394万円（ 72.4％）

  6億3,986万円（ 54.4％）

10億2,605万円（100.0％）

  4億9,271万円（ 96.2％）

  4億3,183万円（ 93.1％）

11億   337万円（ 96.0％）

特別会計の執行状況

市有財産の状況

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 69 億 3,376 万円 64 億 9,919 万円 93.7％ 63 億    444 万円 90.9％
後期高齢者医療 6 億 1,997 万円 5 億 5,917 万円 90.2％ 5 億    788 万円 81.9％
介 護 保 険 46 億 7,762 万円 45 億 8,793 万円 98.0％ 42 億 2,516 万円 90.3％
下 水 道 事 業 8 億 6,593 万円 7 億 6,115 万円 87.9％ 6 億 5,079 万円 75.2％

土 地 152 万 4,133 ㎡
建 物 14 万 4,634 ㎡
基 金 41 億 2,487 万円
自 動 車 121 台
債 権 2 億 4,691 万円
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お 知 ら せ

軽自動車税の納期限は 5 月 31 日（金）です。
問合せ／納税課（☎ 22 － 3257）

　

就
任
に
あ
た
り
、「
団
員
の

確
保
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

入
団
員
を
募
集

　

消
防
団
で
は
、
市
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
資
格
／
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人

　

活
動
内
容
／
【
平
常
時
】
火

災
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
の
火

災
予
防
や
広
報
活
動
、
消
防
訓

練
、
消
防
機
械
器
具
の
点
検
な

ど
。【
災
害
時
】
火
災
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
出
動
、
地
震

災
害
時
の
救
護
活
動
や
避
難
誘

導
、
災
害
現
場
で
の
情
報
収
集

や
広
報
・
警
戒
活
動
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
な
ど
。

　

そ
の
他
／
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
と
し
て
処
遇
。
報

酬
・
出
動
手
当
を
支
給
。
被
服

を
貸
与
。
福
利
厚
生
（
公
務
災

害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
表
彰
）。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎

22
―
３
４
４
２
）、
地
元
消
防

団

　下記の日程で、移動採血車による献血が
行われます。皆さんのあたたかいご協力を
お願いします。
　実施日／ 5 月 12 日（日）
　時間／ 10:00 ～ 11:45、13:00 ～ 15:30
　場所／イオンタウン館山
　問合せ／健康課（☎ 23 － 3113）

… 献血にご協力を …

　

市
で
は
、
北
条
地
区
を
担
当

す
る
第
３
分
団
第
７
部
の
詰
め

所
を
老
朽
化
に
伴
い
改
築
し
、

消
防
団
に
貸
与
し
ま
し
た
。

　

耐
震
性
を
高
め
る
た
め
、
建

物
内
に
壁
を
多
く
設
け
た
ほ

か
、
災
害
時
に
一
時
避
難
者
な

ど
が
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
（
土
）
に
貸
与
式

が
開
か
れ
、
第
３
分
団
の
消
防

団
員
約
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

市
長
が
「
火
災
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
な
ど
の
有
事
に
備

え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
詰
め

所
を
引
き
渡
し
た
後
、
出
席
者

に
建
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎

22
―
３
４
４
２
）

消
防
団
詰
め
所
が
落
成

第
３
分
団
第
７
部
の
詰
め
所
を
改
築

濵田正道消防団長

　

４
月
１
日
付
け
で
消
防
団
長

に
、
濵
田
正
道
氏
（
59
歳
）
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

濵
田
団
長
は
、
昭
和
53
年
４

月
に
館
山
市
消
防
団
に
入
団
、

分
団
長
や
副
団
長
を
歴
任
し
、

現
在
ま
で
地
域
の
防
災
活
動
を

担
っ
て
来
ま
し
た
。

新
消
防
団
長
に
濵
田
正
道
氏
が
就
任

▲落成した第 3 分団第 7 部の詰め所

消
防
団
指
揮
車
の
車
庫
が
落
成

▲落成した消防団指揮車の車庫

　

市
で
は
、
消
防
団
指
揮
車
の

車
庫
を
新
築
し
、
消
防
団
に
貸

与
し
ま
し
た
。

　

北
条
小
学
校
の
通
学
路
に
面

し
て
い
る
た
め
、
児
童
に
も
分

か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎

22
―
３
４
４
２
）

5月・6月は赤十字運動月間
　日本赤十字社千葉県支部では、国内の災害時の救護、国外
の紛争・災害・病気などで苦しむ人々への救援活動を行って
います。
　これらの人道的活動は、皆さんから寄せられる善意によっ
て支えられています。市では今年度も、活動資金（社資）へ
の協力を呼びかけていきます。
　問合せ／日本赤十字社千葉県支部（☎ 043 － 241 －
7531）、日赤館山市地区（市社会福祉課内　☎ 22 － 3492）
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障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど
は
、
軽
自

動
車
税
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
納

税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
５

月
24
日
（
金
）
ま
で
に
税
務
課
で

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

や
、
都
合
に
よ
り
期
限
ま
で
に
申

請
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
期
限

ま
で
に
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
そ
の
構
造
が
専
ら
身

体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
改
造
車
」
も

減
免
の
対
象
で
す
。

　

減
免
の
要
件
／
次
の
①
～
③

を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
。
①
障

害
が
、
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害

区
分
に
該
当
す
る
こ
と　

②
軽
自

動
車
の
所
有
者
が
障
害
の
あ
る
人

本
人
、
ま
た
は
障
害
の
あ
る
人
と

生
計
を
一
に
す
る
人
で
あ
る
こ
と

③
運
転
者
が
障
害
の
あ
る
人
本

人
、
ま
た
は
障
害
の
あ
る
人
と
生

計
を
一
に
す
る
人
で
あ
る
こ
と

※
減
免
に
な
る
の
は
、
障
害
の

あ
る
人
１
人
に
つ
き
１
台
（
普

通
自
動
車
を
含
む
）
で
す
。

※
「
生
計
を
一
に
す
る
人
」
と

は
、
同
居
の
人
、
扶
養
の
関
係

に
あ
る
人
を
指
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
／
①
納
税
通
知

書
、
②
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有

者
の
印
鑑
、③
障
害
者
手
帳
（
コ

ピ
ー
不
可
）、
④
運
転
者
の
運

転
免
許
証

　

減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
区

分
／
【
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
】
表
１
の
と
お

り
【
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
】
表
２
の
と

お
り
【
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
／　

、Ａ
の
１
の
人
、

Ａ
の
２
で
音
声
も
し
く
は
言
語

ま
た
は
上
肢
の
機
能
障
害
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
３
級

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
【
精
神

保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
法
律
第
45
条
の
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
】

１
級
で
通
院
医
療
費
の
公
費
負

担
を
受
け
て
い
る
人

　
問
合
せ
／
税
務
課
（
☎
22

―
３
２
６
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―

３
１
１
５
）

減
免
申
請
は
５
月
24
日（
金
）ま
で
に

軽自動車税

納
税
通
知
書
は
５
月
10
日（
金
）に
発
送

納
期
限
は
５
月
31
日（
金
）

1 級から 2 級（一上肢のみに運動機能障害がある場合を除く）

▼表 2　身体障害者手帳の交付を受けている人

1 級、3 級、4 級

1 級から 3 級までの各級と4 級の1
2 級から 3 級まで

3 級

視覚障害
聴覚障害

平衡機能障害
音声機能又は
言語機能障害
上肢不自由
下肢不自由
体幹不自由

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸の機能障害
小腸機能障害
肝臓機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

3 級（喉頭摘出による音声
機能障害がある場合のみ）

―

1 級、2 級の 1 から 2
1級から6級までの各級

1級から3級までの各級、5級
1級から2級、3級の1

1級から3級までの各級

1級から6級までの各級 1 級から 2 級まで

障害の区分

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能障害

上肢機能
移動機能

障　害　の　程　度

障害のある人本人
が所有する場合

障害のある人と生計を一
にする人が所有する場合

1 級から 4 級までの各級
1 級から 3 級までの各級

▼表１　戦傷病者手帳の交付を受けている人

視覚障害
聴覚障害

平衡機能障害

上肢不自由
下肢不自由
体幹不自由

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう又は

直腸の機能障害
小腸機能障害
肝臓機能障害

特別項症から第 4 項症までの各項症

特別項症から第 2 項症までの
各項症（喉頭摘出による音声
機能障害がある場合のみ）

障害のある人本人が所有
する場合

障害のある人と生計を一
にする人が所有する場合

障　害　の　程　度

特別項症から第 3 項症までの各項症

特別項症から第 6 項症までの各項症、
第 1 款症から第 3 款症までの各款症

特別項症から第 5 項症までの各項症

障害の区分

―

特別項症から第 3 項症までの各項症
特別項症から第 4 項症までの各項症

音声機能又は

言語機能障害
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お 知 ら せ

来訪者が増えるゴールデンウィークは、交通量も増え、不慣れな道での事故も考えられます。自分
で気をつけるだけでなく、周囲にも気を配りましょう。　　問合せ／社会安全課（☎ 22 － 3142）

今井勇さん

　

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談

員
と
し
て
今
井
勇
さ
ん
、
青
山

彰
さ
ん
、
伏
原
由
美
さ
ん
が
再

任
さ
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
、
照
会
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
開
か
れ
る
行
政
相
談
の

日
時
と
場
所
は
、
広
報
「
だ
ん

暖
た
て
や
ま
」
毎
月
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
員
を
委
嘱

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
疑
問
、
何
で
も
相
談
し
て

　
～
困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
～ 

青山彰さん伏原由美さん

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　

市
担
当
の
行
政
相
談
員
の
ほ

か
、
千
葉
行
政
評
価
事
務
所

の
職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ま
た
、
法
務
局
館
山
支
局

の
職
員
が
法
務
局
の
業
務
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　
日
時
／
５
月
22
日
（
水
）
午

後
１
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
２
学
習
室

　

問
合
せ
／
市
民
相
談
室
（
☎

22
―
３
１
９
９
）

　

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
の
普
及
・
促
進
を
図
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
の
申
請
は

４
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
／
市
税
な
ど
に

滞
納
が
な
く
、
自
身
が
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
に
、
対
象
と

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
補
助

す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

新
規
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
人

で
、
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
に

販
売
す
る
契
約
を
締
結
す
る

人
。

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、

市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

か
ら
購
入
、
設
置
し
、
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
完

了
す
る
こ
と
。
法
人
で
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

　

補
助
金
額
／
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
２
万
円
で
、
最
大
８
万
円
ま
で

※
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
に

２
万
円
を
掛
け
た
額
（
千
円
未

満
切
捨
て
）
が
補
助
金
額
で
す
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（
☎
22
―

３
３
５
２
）

　

市
内
小
中
学
生
の
い
じ
め
に

関
す
る
新
た
な
対
策
と
し
て
、

学
校
の
外
部
に
第
三
者
的
な
相

談
場
所
を
設
け
る
こ
と
で
、
よ

り
相
談
し
や
す
い
体
制
を
つ
く

る
た
め
、
３
月
26
日
（
火
）
に

「
い
じ
め
相
談
室
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

相
談
に
は
、「
い
じ
め
問
題
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」（
警
察
官
Ｏ
Ｂ
）

２
名
が
交
代
で
対
応
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
学
校
や
関
係
者
と

調
整
し
な
が
ら
、
い
じ
め
の
解

決
に
当
た
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
☎

22
―
３
６
９
４
）

「
い
じ
め
相
談
室
」
を
開
設

設置場所 コミュニティセンター内

相談日時
月曜日～金曜日の午前 10 時～午後６時まで

（祝日・年末年始を除く）
※Ｅメール、ＦＡＸは、24 時間受付可。

相談対象 市内小中学生および関係者

電話番号
０１２０－１０５－７８３
　”解こう悩み（とこうなやみ）を”

Ｆ Ａ Ｘ ０１２０－７８３－８１７

Ｅメール tateyama783817@crocus.ocn.ne.jp

　「潰瘍性大腸炎とクローン病の基礎
知識と最新医療」をテーマに講演会
と交流会を開催します。
　開催日／平成 25 年 6 月 2 日（日）
　場所／船橋市中央公民館６階講堂
　講師／吉村 直樹（社会保険中央総
合病院 医師）
　定員／ 100 名（事前申込が必要）
　資料代／ 500 円
　申込方法／郵便番号、住所、連絡先、
参加者全員の氏名、年齢、病名と発
症年、交流会参加の有無、講師への
質問を、往復はがきまたはホームペー
ジから申し込んでください。
　申込み・問合せ／〒 277 － 0005
柏市柏 967-8 竹井 京子　（http://
www.chiba-ibd.com/）

潰瘍性大腸炎＆クローン病の患者会

第８回 医療講演会
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平
成
25
年
度
市
・
県
民
税
の

課
税
決
定
後
に
所
得
証
明
書
・

課
税
証
明
書
を
市
民
課
窓
口
で

発
行
し
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
を
給
与
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
だ
け
で
納

め
る
人
に
つ
い
て
は
５
月
15
日

（
水
）
か
ら
発
行
し
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
に
よ
り
個
人
で
納

め
る
）
の
人
や
、
年
金
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
の
人
に
つ

い
て
は
６
月
14
日
（
金
）
か
ら

発
行
し
ま
す
。

　

給
与
所
得
以
外
が
あ
る
人

で
、
給
与
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
両
方
で
納
め
る
人
や
、
給

与
特
別
徴
収
と
年
金
特
別
徴
収

の
両
方
で
納
め
る
人
は
６
月
14

日
（
金
）
か
ら
の
発
行
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
市
内
の
居
住
者
の
扶

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人
の
非

課
税
証
明
書
の
発
行
も
６
月
14

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
を
発
行

日
（
金
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
が
な
い
人
で
、
所
得
証

明
書
が
必
要
な
人
は
、
平
成
25

年
度
市
・
県
民
税
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
税

務
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
税
務
課
（
☎
22
―

３
２
６
２
）

農作業標準賃金

▼トラクター ･ 耕運機による耕運料金（10 アール当たり）

区　分

水田作業

畑 作 業

果樹収穫

標準賃金

7,100 円

6,100 円

7,100 円

備　考

1 日当たり

※実労働時間 8 時間

備　考区　分

水田耕起

くれ返し

代 か き

ほ場整備水田

15,000 円

※ 30 アール整

田を基準とする

従前の水田

23,000 円

備　考

①人付　

②結束用縄を含む

―

区　分

バインダー

コンバイン

ハーベスタ

機 械 植 え

料　金

8,100 円

16,500 円

8,100 円

7,100 円

▼機械刈取等料金（10 アール当たり）

▼作業賃金

人付耕運深度

15 ㎝以上

備　考

―

区　分

育 苗

料　金

810 円

▼育苗（成苗 1 箱当たり）

　平成 25 年度の農作業賃金が
下表のとおり決定されました。
農作業の受委託が円滑に行える
よう「目安」として設定していますので、これを
参考にお互いに話し合い、納得の上で行ってくだ
さい。
　問合せ／農業委員会事務局（☎ 22 － 3539）

　5 月上旬に自動車税事務所から納税通知書が送付さ
れます。最寄りの金融機関などで早めに納めましょう。
なお、コンビニエンスストア（一部を除く）でも納付
することができます。
　 ☎ 043 －243 －2721）、
館山県税事務所（☎ 22 －7117）

5月31日（金） 

自動車税の納期限は

　各町内会などで実施日を決定し、空き地などに
散乱している空き缶・空き瓶などを収集し、各地
区のごみステーションへ搬出してください。
　また、この機会に、ごみの散乱防止だけでなく、
リサイクルの推進についても心がけましょう。
　問合せ／環境課（☎ 22 － 3354）

5 月 18 日（土）～ 6月 2日（日）
春のごみゼロ週間

　

不
登
校
、
い
じ
め
、
引
き

こ
も
り
な
ど
の
悩
み
を
抱
え

る
思
春
期
の
子
ど
も
や
、
そ

の
家
族
な
ど
を
対
象
と
し
た

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

臨
床
心
理
士
が
時
間
を
か
け

て
、
今
後
の
方
針
や
対
応
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

　

実
施
日
／
５
月
16
日
、
７

月
18
日
、
９
月
19
日
、
11
月

14
日
、
平
成
26
年
１
月
16
日
、

３
月
13
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

　

時
間
／
午
後
２
時
～
午
後

４
時
（
１
人
１
時
間
程
度
）

　

場
所
／
安
房
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

　

予
約
・
問
合
せ
／
安
房
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

福
祉
課
（
☎
22
―
４
５
１
１
）

思
春
期
相
談
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お 知 ら せ

有 
料 
広 
告

高速ジェット船で初夏の大島へ！
　東海汽船㈱は、一昨年から実施している関東最大級で、長さ４Ｋ
ｍにわたり、３万株のアジサイが咲いている大島へのツアー企画が
好評のため、期間を延長して、6 月 15 日（土）～ 30 日（日）＜
16 日間＞「高速ジェット船「セブンアイランド」の運航を実施します。
　東海汽船㈱では、４月に就航した「セブンアイランド友（とも）」
本運航にあわせ、日帰りの「あんこさんがご案内するあじさい満喫
ツアー」＜昼食付＞と１泊２日の「絶景露天風呂、金目鯛、とび魚、

伊勢海老 こだわり島づくし」を友就航記念価格で企画
しました。また、乗船券のみのお申込みで、個人旅行
を楽しんでいただくことも可能です。この時期の大島
では、イサキやアカイカなどの釣りも楽しめますので、
ぜひこの機会に館山夕日桟橋から初夏の自然あふれる
伊豆大島を訪れてみてはいかがでしょうか。
　なお、館山日東バス㈱では、この運航にあわせ、「館
山駅西口」と「“渚の駅”たてやま」間を結ぶ路線バス「観
光桟橋線」の運行を実施します。

鏡浦自動車（株）
コスモ観光（株）
ＪＡ安房旅行センター

（株）ジェットストリームトラベル
ナギレン観光
日東観光
房日観光
まもるトラベル

☎ 27 － 5311
☎ 23 － 7353
☎ 30 － 9150
☎ 22 － 5930
☎ 22 － 5796
☎ 22 － 0113
☎ 25 － 5552
☎ 24 － 8510

▼申込み・問合せ

　

市
で
は
、
民
間
団
体
な
ど
が

行
う
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り

に
資
す
る
観
光
振
興
事
業
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
商

工
観
光
課
観
光
企
画
係
へ
相
談

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
の
交
付
決
定

に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
金
の
対

象
に
該
当
す
る
事
業
を
選
考
す

る
た
め
の
審
査
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

事
前
相
談
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

活
用
く
だ
さ
い
。

　

補
助
対
象
事
業
／
市
内
に
住

所
を
有
す
る
民
間
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
行
う
事
業
で
、

観
光
関
連
施
設
の
整
備
、
新
た

な
観
光
資
源
の
開
発
ま
た
は
既

存
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、
新

た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

新
た
な
特
産
品
の
開
発
と
そ
の

普
及
促
進
、
観
光
情
報
の
充
実

と
そ
の
発
信
機
能
の
向
上
、
観

光
来
訪
者
の
受
入
体
制
の
充
実

魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
に
補
助

な
ど

　

補
助
率
／
２
分
の
１
以
内

　

補
助
金
限
度
額
／

100
万
円

※
補
助
対
象
経
費
が
30
万
円
未

満
の
事
業
は
、
補
助
対
象
外
で

す
。

　

募
集
締
切
／
５
月
31
日
（
金
）

　

問
合
せ
・
申
請
先
／
商
工
観

光
課
（
☎
22
―
３
３
４
６
）

「
観
光
振
興
支
援
事
業
補
助
金
」
の
活
用
を

　
平
成
25
年
度
募
集
は
５
月
31
日
ま
で
！

※
５
月
の
夜
間
救
急
の
当
番

医
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　
５
月
８
日
（
水
）
小
田
病
院

（
鴨
川
市 

☎
04
―
７
０
９
２
―

１
１
２
８
）

　
５
月
11
日
（
土
）
赤
門
整
形

外
科
内
科
（
☎
22
―
０
０
０
８
）

有料広告スペース有料広告スペース



～こんな事例がありました～
・警察署から…「財布を落とした」と来署されたが、
自宅の場所がわからない。
 →70歳代の女性。ケアマネジャーに状況を確認。
家族に連絡がとれ、無事帰宅。今後、介護保険の
サービスを調整していくことに。

・知人から…前日訪問したが、体調が良くなさそ
う。心配し電話をかけても連絡がとれない。
 → 70 歳代の男性。市職員が訪問。警察の立会い
のもと自宅に入ると意識はあるが麻痺のような症
状がみられたため救急搬送。１週間後に退院。

　近隣住民によるさりげない見守りや、民間事業者からの高齢者に関わる
情報提供などの協力体制を築いてから 2 年が経過しました。
　3 月 27 日に報告会が開催され、この見守りネット構築により、市など
にどのような連絡があったかなどの事例紹介や、各協力団体等の取り組み
について報告されました。
　また、社会福祉協議会からは、民生委員児童委員協議会とともに展開し
ている「浜ひるがお運動」について、その経過報告がありました。

13 だん暖たてやま

たてやま高齢者見守りネット
 ～地域全体で「さりげない」見守り～

　高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らし続けられるよう、地域の皆さんと行政などの関係機関、民間
事業者などが協力して、「高齢者を孤立させないまちづくり」を推進するため平成 23 年 2 月に発足した、「た
てやま高齢者見守りネット」。その取り組みについてお知らせします。
   問合せ／高齢者福祉課（☎ 22 － 3487）

「高齢者見守りネット」発足から２年

▲報告会の様子

　いつもと違う？
 なにかあったら、すぐに連絡を！

連　絡　先 電話番号

高齢者福祉課 ☎２２－３４８７

（夜間・休日）市代表電話 ☎２２－３１１１

地域包括支援センターたてやま
（担当地区：北条・館野・九重・那古・船形）

☎２５－７１９１

地域包括支援センターなのはな
（担当地区：館山・豊房・西岬・神戸・富崎）

☎２２－１３５０

社会福祉協議会 ☎２３－５０６８

新たな協定調印により、参加団体は２７団体に

　3 月 27 日、「高齢者見守り事業協力に関する協定」の調印式が行われ、新たに株式会社ダスキン館山（石

井幹雄代表取締役社長）が、「高齢者見守りネット」協力団体に加わりました。

館山警察署と管内２市１町が連携

　4 月 2 日に館山警察署と管内の館山市、南房総市、鋸南町が、高

齢者に対する各種犯罪の防止活動、交通事故防止対策、災害対策など、

総合的な支援を推進し、緊密な連携がとれるようにするため、覚書

に調印しました。

　今後、高齢者の安全・安心な生活を確保するため、情報共有など

を図っていきます。

▲（左から）石井南房総市長・

小見川館山警察署長・金丸館山

市長・白石鋸南町長

館山市町内会連合協議会、館山市民生委員児童委員協議会、館山市社会福祉協議会、館山商工会議所、
安房医師会、館山市なのはなシニア連合会、館山市身体障害者福祉会、館山市ボランティア連絡協議会、
館山市保健推進協議会（以上　館山市社会福祉協議会役員）、日本郵便㈱館山郵便局、㈲　田新聞店、
産経新聞館山専売所、朝日新聞サービスアンカーＡＳＡ船形、読売センター館山、㈲本橋コミュニケー
ションサービス、毎日新聞館山販売店、千葉県石油協同組合館山鋸南支部、千葉県ＬＰガス協会安房
支部館山協議会、三芳水道企業団、㈱ジェネッツ、館山警察署、安房郡市消防本部、館山市消防団、
館山市ケアマネジャー連絡協議会、館山市ヘルパー事業所連絡協議会、館山市地域包括支援センター
たてやま・なのはな、㈱ダスキン館山

高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
参
加
団
体
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有 
料 
広 
告

募 集

「あわ夢まつり」ボランティアスタッフを募集
　あわ夢まつり実行委員会では、7 月 7 日（日）に南総文化ホールで開催する「あわ夢まつり」のボラン
ティアスタッフ ( 無報酬 ) を募集します。7 月 6 日（土）午前 10 時から午後 4 時までと、7 月 7 日（日）
午前 10 時から午後 5 時まで協力できる人（半日でも可）で、年齢は問いません（中高生歓迎）。
　役割・人数／①裏方スタッフ（舞台監督、照明、音響など）10 人、②表方スタッフ（受付、案内、会場、
配食など）20 人、③保育ボランティア（託児…保育資格、看護師資格を持っている人）5 人
　申込方法／はがきに希望する役割と住所、氏名、年齢、性別、電話番号を記入し、申し込んでください。
　申込締切／ 5 月 31 日（金）
　申込み・問合せ／〒 294 － 0045　北条 1922 － 6　松苗禮子（☎ 090 － 4270 － 4715）

　
平
成
25
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

　

願
書
配
布
期
間
／
５
月
23
日

（
木
）
ま
で

　

願
書
受
付
期
間
／
５
月
21
日

（
火
）
～
23
日
（
木
）

　

願
書
配
布
・
受
付
場
所
／
安

房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

試
験
日
時
／
７
月
23
日
（
火
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時
ま
で

　

試
験
場
所
／
日
本
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際
展
示
場

（
幕
張
メ
ッ
セ
）

　

問
合
せ
／
安
房
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
（
☎

22
―
４
５
１
１
）

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

講
習
日
／
６
月
26
日
（
水
）、

27
日
（
木
）

　

講
習
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

　

定
員
・
受
講
料
／

130
人

　

受
講
料
／
６
千
円

　
受
付
／
５
月
22
日
（
水
）
～

24
日
（
金
） 

に
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
請
書
類
は
最
寄
り
の

消
防
署
ま
た
は
、

（財）
日
本

防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://2
0

2
.2

1
8

.1
1

2
.1

0
9

/
lec_in

fo
/in

d
ex.p

h
p

）
か
ら
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／

（社）
千
葉
県
消
防
設
備

協
会
（
☎
043
―
268
―
６
０
３
３
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
043
―
268
―
７
１
２
９
）

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

開
催
日
／
６
月
12
日（
水
）～

９
月
25
日
（
水
）
25
日
間

　

内
容
／
130
時
間
（
１
時
間
の

修
了
試
験
あ
り
）

　

受
講
料
／
４
万
８
千
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
６
千
300
円
）

　

定
員
／
20
人
（
10
人
未
満
の

場
合
は
中
止
）

　

申
込
方
法
／
履
歴
書
（
Ｂ
４

判
、
写
真
貼
付
）、
返
信
用
封

筒
（
80
円
切
手
貼
付
、
宛
先
記

入
）
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
締
切
／
５
月
29
日
（
水)

　

選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ

び
面
接
審
査

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒

296
―

８
６
０
２ 

鴨
川
市
東
町

929 

亀
田

総
合
病
院
継
続
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
04
―
７
０
９
９
―
１
１
６
５
）

有料広告スペース

有料広告スペース

有料広告スペース

有料広告スペース
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市
で
は
、「
80
歳
に
な
っ
て

も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と

う
」
を
合
言
葉
に
、
８
０
２
０

（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
歯
の
状
態
や
噛

み
合
わ
せ
、
き
れ
い
に
磨
か
れ

て
い
る
か
な
ど
を
歯
科
医
師
が

審
査
し
ま
す
。

　

日
時
／
６
月
13
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
場
／
鋸
南
町
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

　

賞
／
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
参

加
者
の
中
か
ら
、
上
位
３
位
ま

で
の
人
を
表
彰
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
房
管
内
の
参
加
者
の
中

か
ら
第
１
位
を
決
め
、
千
葉
県

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

締
切
／
５
月
17
日
（
金
）
必

着▼
親
と
子
の
部

　

参
加
資
格
／
市
内
在
住
で
、

平
成
24
年
４
月
１
日
～
平
成
25

年
３
月
31
日
の
間
に
３
歳
児
歯

科
健
康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児

と
そ
の
親
で
、
対
象
者
と
し
て

認
め
る
人

　

申
込
方
法
／
対
象
者
に
は
個

人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
同
封

の
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
高
齢
者
の
部

　

参
加
資
格
／
市
内
在
住
で
、

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
80
歳

以
上
の
人
で
、
自
分
の
歯
（
か

ぶ
せ
た
歯
、
差
し
歯
で
も
可
）

が
20
本
以
上
あ
る
人

　

申
込
方
法
／
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

希
望
」
と
明
記
し
、
申
込
み
先

ま
で
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
４
５　

北
条
740
―
１　

健

康
課
（
☎
23
―
３
１
１
３
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

親と子の

 高齢者の

◆木曜日は夜８時まで開館しています
　図書館は、４月より毎週木曜日の開館時間を午後８時まで延長してい

ます。午後５時以降も、図書の貸出・返却、予約・リクエストの受付のほ

か、図書館資料の複写や調べ物のお手伝いをするレファレンスサービスな

ど、昼間と同様にご利用いただけます（ただし、司書が不在の場合もある

ため、専門的な相談にすぐにお答えできないことがあります）。

　どうぞご利用ください。なお、書架室２階、集会室の利用は、午後５時

までとなります。

◆今月の一冊
『ぐりとぐら』　中川李枝子 文　大村百合子 絵　福音館書店

　赤と青のつなぎに、とんがり帽子の野ねずみの絵本 ｢ぐりとぐら」。２匹がはじめて世に出たのは１９６３年（昭和

３８年）のこと。なんと今年で誕生５０周年になるのです。どちらが「ぐり」でどちらが「ぐら」かご存知ですか？実

物の絵本の表紙をよく見るとわかります。

　お話はもちろん、作中の黄色くて大きな「かすてら」

など、「ぐりとぐら」の世界は、５０年前から現在に至る

まで子どもの心を引き付けています。お話のシリーズも

７作を数え、親子２代、もしかしたら３代で楽しんだと

いう方も多いのではないでしょうか。

　４月２３日（火）から５月１２日（日）は「子どもの読書

週間」です。この機会に、長く読み継がれている絵本を、

改めて子どもと一緒に楽しんでみてはいかがでしょうか。

　懐かしい絵本から現在の絵本にも出会える図書館へ、

ぜひ足をお運びください。

5 月の休館日
5/6、13、20、24、27図書館だより89 館山市図書館（☎ 22－ 0701）

５月のおはなし会・わらべうたの会
児童向けおはなし会：５/11、18(14:00 ～)

幼児向けおはなし会：５/10(10:30 ～)

わらべうたの会：５/17(10:30 ～、11:00 ～)
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「
あ
き
ら
め
ず
に
や
り
続
け
れ
ば
、

い
つ
か
で
き
る
と
、
信
じ
て
い
ま
す
」

　

千
葉
県
立
安
房
特
別
支
援
学
校
教
諭

の
吉き

ら

あ

き

お

良
暁
生
先
生
は
、
千
葉
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
「
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
表
彰
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
昨

年
５
月
に
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た
「
２
０
１
２
年
第
７
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
ろ
う
あ
者
競
技
大
会
」
の
柔
道
男
子

60
㎏
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な

ど
、
多
く
の
大
会
で
の
優
秀
な
成
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
吉
良
先
生

は
、
中
学
校
１
年
生
ま
で
サ
ッ
カ
ー

を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
集
団
で
行

う
ス
ポ
ー
ツ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
中
学
校
２

年
生
の
頃
、
体
育
の
授
業
で
柔
道
と

出
会
い
、
そ
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
ま

し
た
。
柔
道
を
始
め
る
時
に
、
同
じ

障
害
の
あ
る
３
歳
年
上
の
兄
か
ら
「
１

対
１
で
行
う
柔
道
な
ら
聞
こ
え
な
く

て
も
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
」

と
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
吉
良
先
生
は
、
高
校
も

神
奈
川
県
内
ベ
ス
ト
４
常
連
の
柔
道

強
豪
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
高
校
時

代
、
柔
道
を
や
め
よ
う
と
考
え
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
監
督
か
ら
「
こ

れ
ま
で
公
立
の
小
中
学
校
や
高
校
で

頑
張
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
途
中
で
投

げ
出
し
て
は
い
け
な
い
」
と
諭
さ
れ
、

そ
の
言
葉
が
あ
っ
て
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
大
学
に
も
進
学
し
ま
し
た
。
こ

の
監
督
の
言
葉
が
心
に
残
り
、
教
員
と

な
っ
た
今
、「
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
」

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
に
吉
良
先
生
は
「
大
変
光

栄
で
す
。
卒
業
生
で
は
な
い
私
を
受
け

入
れ
、
柔
道
の
で
き
る
環
境
を
与
え
て

く
れ
た
安
房
高
校
柔
道
部
な
ど
、
支
え

て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
あ
き
ら
め
ず
や

り
続
け
れ
ば
、
い
つ
か
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
、
柔
道
か
ら
学
び
ま
し
た
。
今

回
の
受
賞
で
さ
ら
に
稽
古
を
積
み
、
結

果
を
出
し
て
恩
返
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
障
害
を
持
つ
私
を
辛
抱
強
く
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

325

高
田
姫
と
双
子
伝
説

て
ら
れ
た
と
い
う
話
な
ど
で
す
。

　「
里さ

と

み

け

た

か

だ

ひ

め

わ

さ

ん

見
家
高
田
姫
和
讃
」
で
は

高
田
姫
が
17
歳
の
と
き
に
19
歳
の

夫
に
死
に
別
れ
て
出
家
し
た
と
伝

え
て
い
ま
す
。
高
田
寺
は
昭
和
46

年
に
現
在
地
へ
移
転
し
、
か
つ
て

寺
が
あ
っ
た
場
所
に
は
高
田
姫
の

墓
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
二
子
に
は
、
昔
妙み

ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
と
い
う

日
蓮
宗
の
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
お
寺
を
開
い
た
の
は
里
見
家

の
梅う

め
だ
ひ
め

田
姫
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
梅

田
姫
に
つ
い
て
も
高
田
姫
と
同
じ

く
詳
し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
周
辺
に
双
子
の
伝
説

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
２
人

の
名
前
に
同
じ
「
田
」
の
字
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２

人
の
姫
が
里
見
家
ゆ
か
り
の
双
子

で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
市
内
九
重
地
区
の
安
東
に

高こ

う

で

ん

じ

田
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
小
さ

な
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お

寺
は
、
里
見
氏
の
娘
と
言
わ
れ

る
高
田
姫
が
開
基
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
寺
に
伝
わ
る
位
牌
に
は
、

高こ
う
で
ん
じ
で
ん
か
し
つ
み
ょ
う
こ
う
だ
い
し

田
寺
殿
花
室
妙
香
大
姉
、
天
文

５
年
（
１
５
３
６
）
６
月
３
日
没

と
あ
り
、
菩
提
の
た
め
に
寺
が
建

て
ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

誰
の
娘
で
あ
る
の
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
高
田
寺
は
稲

い
な
む
ら
じ
ょ
う

村
城
に
近

く
、
姫
も
天
文
の
内
乱
か
ら
間
も

な
い
天
文
５
年
に
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
期
里
見
氏
の
関

係
者
な
の
で
し
ょ
う
。

　
九
重
地
区
に
二ふ

た

ご子
と
呼
ば
れ
る

地
名
が
あ
り
、
こ
の
周
辺
に
は

双
子
に
関
す
る
伝
説
が
い
く
つ
か

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
子
に
は
真

言
宗
の
安あ

ん
よ
う
じ

養
寺
と
い
う
お
寺
が
あ

り
、
そ
の
裏
山
の
北
側
に
は
、
そ

の
昔
、
す
り
鉢
形
の
大
き
な
塚
が

あ
っ
て
、
高
田
姫
の
塚
だ
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を

「
フ
タ
ゴ
（
二
子
）
塚
」
と
呼
ぶ

人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
安
養
寺
裏

山
の
山
頂
に
も
塚
が
あ
っ
て
、
こ

ち
ら
は
「
リ
ョ
ウ
シ
ャ
（
両
社
＝

両
者
）
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

安
産
の
神
様
だ
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
ふ
た
つ
の
石
宮
が
建
っ
て
い

て
、
か
つ
て
は
松
が
２
本
あ
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
言
う「
フ
タ
ゴ（
双
子
）」

や
「
リ
ョ
ウ
シ
ャ
（
両
者
）」
と

は
、
ふ
た
り
の
人
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
こ
の
土
地
に
伝
わ
る
双
子

の
伝
説
と
何
か
関
係
が
あ
り
そ
う

で
す
。
そ
の
伝
説
と
は
、
戦
国
時

代
の
頃
は
双
子
が
嫌
わ
れ
て
、
双

子
だ
っ
た
高
田
姫
が
殺
さ
れ
て
二

子
塚
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
話
や
、

高
田
姫
が
産
ん
だ
双
子
を
ま
つ
っ

た
と
い
う
話
、
双
子
の
う
ち
一
人

は
安
養
寺
に
預
け
ら
れ
、
も
う
一

人
は
高
田
姫
と
し
て
里
見
家
で
育

シ
リ
ー
ズ

女
性
た
ち
の
さ
と
み
物
語
②

市
立
博
物
館
の
休
館
日

５
月
７
日
、13
日
、20
日
、27
日

▲高田寺

高校生相手に稽古する吉良先生

▲高田姫の墓と
　伝えられる五輪塔
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【平成 25 年度～平成 29 年度】

 「第３期館山市男女共同参画推進プラン」
　　“女

ひと

と男
ひと

が共に支えあい、

　　　　　共に輝く社会の実現”に向けて 概要・保存版

　平成 24 年度に市が実施した「市民意識調査」では、社会にお

ける男女平等を実感する市民の割合は 14.3％という結果でした。

平成 18 年度の調査から、割合は上昇したものの、男女共同参画

社会の実現に向けた取組を更に推進する必要性が伺えます。

　このような現状を踏まえ、この度、平成 25 年度から 5 年間に

わたる「第3期館山市男女共同参画推進プラン」を策定しました。

　男女共同参画社会の実現に向けては、市で取組を行うだけではなく、市民の方々にも家庭・地域・

職場において取り組んでいただくことが大変重要です。ぜひ、この概要・保存版を、日頃目の届く

場所に置いていただき、市と市民が一体となって取り組んで行きましょう。

■プランの基本理念

①男女の人権が互いに尊重され、性別によって差別されることなく、それぞれ一人の人
間として共に生きることができる社会の実現。
②男性も女性も家庭・地域社会・職場の一員として役割を果たし、対等なパートナーと
して参画し、共に責任を担っていく社会の実現。

　　本市のめざす男女共同参画社会の将来像

「女
ひと

と男
ひと

が共に支えあい、共に輝く社会の実現」

《第３期館山市男女共同参画推進プランの体系》
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目標Ⅰ：人権の尊重と男女平等の意識づくり

☆ 課題１：男女平等の意識づくり
　男女共同参画社会の形成のためには、女性だけでなく、男性・高齢者・若者・子ども等あらゆる人々

が、男女共同参画への意識を持つことが必要であるため、市では、広報・啓発を行い、性別にとらわ

れない役割分担意識をつくれるよう取り組みます。

 【家庭・地域・職場では…】

　・市広報紙や市ホームページにより、市からのお知らせを読みましょう。

　・身近なメディア（テレビ・インターネット・雑誌・新聞等）を、人権・男女平等の視点でチェック

　　し、家族で話し合いましょう。

　・社会全体で、女性の自立について考えましょう。

　・家事・育児・介護の分担を家族みんなで話し合いましょう。

　・地域や職場等、あらゆる機会で、性別による偏見がないか振り返りましょう。

☆ 課題２：生涯にわたる平等教育の推進
　「自分らしく」という意識で多様な生き方が選択できるよう、性別にとらわれない意識を育てるこ

とが必要であるため、市では、学校や家庭・地域等における男女平等教育を推進します。

 【家庭・地域・職場では…】

　・講演会や研修会等に積極的に参加し、学習しましょう。

　・「男らしさ」「女らしさ」の良さは生かしつつ、「自分らしく」という意識を大事にしましょう。

　・男女の特性を理解し、お互いを尊重する精神や態度を育成しましょう。

　・子育てや教育に、男性も参加しましょう。

☆ 課題３：人権の尊重と侵害の解消
　ドメスティック・バイオレンス及び児童虐待、セクシュアル・ハラスメントは人権の侵害であるた

め、市では、これらを許さない意識・環境づくりに努めるとともに、相談体制の整備に取り組みます。

 【家庭・地域・職場では…】

　・ドメスティック・バイオレンスや児童虐待、いじめ、セクシュアル・ハラスメントがないか、

　　常に意識して情報を収集し、近所への心配りや信頼し合える地域づくりを目指しましょう。

　・ドメスティック・バイオレンスや児童虐待、いじめを見たり聞いたりしたら、学校・市役所・

　　民生児童委員・保健推進員などへ連絡し、正確な情報を伝えましょう。

　・職場において、セクシュアル・ハラスメント防止に関する相談窓口を設けるなど、職場の環境

　　を整えましょう。

　・幼児期からの相手を思いやる気持ちを、家庭・地域・学校が連携して育てましょう。

　・自分がドメスティック・バイオレンス被害者もしくは加害者だと自覚する人は、一人で悩まず、

　　相談窓口を活用し、問題を解決していきましょう。

　・少年、少女向きの漫画や雑誌の中において、女性差別表現がないか考えてみましょう。

　・暴力は人権を侵害するものであると認識しましょう。

☆ 課題４：国際社会への理解
　男女共同参画社会を形成するうえでは、人種や言語・宗教等の違いを理解し、お互いの人権を認め

合える地域づくりが必要であるため、市では、国際交流を推進します。

 【家庭・地域・職場では…】

　・国際交流イベント等に積極的に参加し、外国人との交流を日常的にするようにしましょう。

　・国や宗教により、物の考えや文化が違うことを理解しましょう。
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目標Ⅱ：あらゆる分野における男女共同参画の推進

☆ 課題１：政策・方針決定過程への女性の参画
　男女が対等な立場で社会のあらゆる分野に参画していくことが、男女共同参画社会を実現していく

ために必要であるため、市では、男女共同参画による市政の運営に取り組むとともに、地域・企業等

における方針決定過程への女性参画の促進を図ります。

 【家庭・地域・職場では…】

　・地域や職場で、男女が共に発言しやすい雰囲気づくりを心がけましょう。

　・方針の決定等に女性が参画できるよう、地域社会や職場の役職の女性比率をアップさせましょう。

　・審議会委員の公募に対して、積極的に応じるようにしましょう。

　・能力開発や人材育成の研修会・勉強会へ積極的に参加しましょう。

☆ 課題２：労働の場における男女平等の促進
　労働の場における環境づくりは、男女共同参画社会の実現にとって重要であるため、市では、職場

における男女平等の意識啓発、環境づくりに努めるとともに、農水産業・自営業等の分野における男

女共同参画を推進し、併せて再就職者に対する支援を行います。

 【家庭・地域・職場では…】

　・法律や制度について積極的に学び、気兼ねせずに制度を

　　利用しましょう。

　・企業経営者が率先して、意識を変える努力をしましょう。

　・雇用機会・賃金・昇進に男女格差がないか、振り返りましょう。

　・女性も会議等で自分の意見を言う努力や、仕事に対する

　　姿勢を意識しましょう。

　・男女とも育児休業を取りやすい環境づくりを目指しましょう。

　・女性が育児や介護により働くことをやめることのない環

　　境づくりを目指しましょう。

　・研修や講演会に参加し、自己研鑽に努め、男女の性別に関係のない働き方を考えましょう。

　・女性の能力が十分発揮できるように、女性が働きやすく、また、働きたい女性が、再就職をし

　　やすい環境づくりを目指しましょう。

☆ 課題３：地域活動・防災における男女共同参画の推進
　家庭や地域、防災の分野においては、女性参画の場や女性の視点への配慮が求められているため、

市では、家庭・地域活動への男女共同参画の促進、防災分野における女性参画の促進を図ります。

 【家庭・地域・職場では…】

　・男性も積極的に家庭内の仕事に参加しましょう。

　・男性も女性も積極的に学校の行事・ＰＴＡ活動に参加しましょう。また、固定的な男女の役割

　　分担を見直していきましょう。

　・物事の決定において、男女の意見を反映させるよう努めましょう。

　・地域活動に参加する時間をつくり、家族も理解を示しましょう。

　・地域活動での暗黙のうちの男女の役割分担を、見直していきましょう。

　・防災について常に意識をし、日常的に家庭・地域で声を掛け合うようにしましょう。

　・防災や被災者対応、避難所等における女性への人権の配慮について家族で話し合い、理解しましょう。
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目標Ⅲ：男女が共に自立し、安心して暮らせるまちづくりの推進

☆ 課題１：ライフステージに応じた仕事と生活の調和
　男女共に能力を発揮するためには、職場環境の整備等を進めていくことが必要であるため、市では、

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の普及の促進、子育てに関する情報提供と相談体制

の充実、保育・介護事業の充実に努めます。

 【家庭・地域・職場では…】

　・男女が共に職場や地域の活動に参画できるよう、家族で協力し合いましょう。

　・家事や子育て、介護について家族で話す場をもち、協力し合えるようにしましょう。

　・職場において、育児休業や介護休業を利用しやすくする等、職場環境を整えましょう。

　・仕事と育児の両立ができるように、地域で子育てを助け合いましょう。

　・労働時間の短縮や時間外保育の充実等、女性が仕事をしやすい環境を整備しましょう。

　・母親だけでなく、父親も積極的に子育て講座等に参加しましょう。

　・介護する側への協力や、理解を深めましょう。

☆ 課題２：誰もが安心して暮らせる環境の整備
　男女共同参画の視点から誰もが自立できるよう支援していくことが求められているため、市では、

高齢者・障害者の自立支援・社会参加の促進を図るとともに、ひとり親家庭への支援及び外国人が暮

らしやすい環境づくりの整備を行います。

 【家庭・地域・職場では…】

　・高齢者、障害者も社会参画の機会を持つことができ、男女問わず誰もが

　　暮らしやすい環境をつくりましょう。

　・高齢者が生きがいをもって働けるような環境をつくりましょう。

　・ボランティア活動に積極的に参加し、知識や技術を生かしていきましょう。

　・日常生活の際に助け合うなど、外国人と共に暮らす地域づくりを目指しま

　　しょう。

☆ 課題３：心とからだの健康づくりの支援
　心身ともに健康で活動していくことは、男女共同参画社会の形成の前提であるため、市では、生涯

にわたる健康づくりを支援するとともに、性と生殖に関する健康と権利への理解の推進に努めます。

 【家庭・地域・職場では…】

　・男女共同参画社会形成の前提となる、健康維持への知識を深め、健康に過ごす方法を考えましょう。

　・スポーツを通じた健康づくりをしましょう。

　・ＨＩＶやエイズ、性感染症等、性に対する知識を深めましょう。

　・命を大切にする意識を一人ひとり持ちましょう。

　

第３期館山市男女共同参画推進プラン
　　　　　　　　　（平成 25 年 3 月策定）

※同プランは、市ホームページや市役所玄関、

　中央公民館、各地区公民館等で閲覧できます。

　問い合わせ／企画課（電話２２－３１４７）


